
．
 

;
.
f
f
 

＞

r．↓ーL
笞`

ヽ｀
ム

』

•
し

t
 

i;. . 
~-

-．
 
入

4

二
'．
 
I , 

吋，
＇ 

~<,,, 

， ヽ ． 

｛‘ 
ヽ
ー
ト
ー
ヽ

ヽ

g.̀
 

1
4
’
f
 

庄
が

f
 

?̂，
9
 

)

・

冒

.

.
 >
 

し

r̀
．
．

~
ヽ

・

`̀,鴫・
1v中
7

2
 

，
 

“9̀

｀
 辺§
.
5へ、や、

宵
．
呉
、

9[f}
地
喜
沿

．．
 

虻
笈
＇
む
＂
ー
を
＂

効

lIl
i”:
t
.ぃ.

ふ

4.

j
ハg

が

4i』

ーヽ

9

、

街；＂
谷

. 
.ゞ,...
't; 

-~"it.-. 、で、
・ー・~-r."""'・ ・

ぷゞ こゞ • ., .. ¥ふ

‘. 
'‘
 

岩
手
県

「
歴
史
の
道
」

ヽ

``＇ ＂ .9 ． ヽ

岩 昭

和

五

十

五

年

月

手
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四
十
三
集

，
 

・^ゞふ●↑．
,. 

9

、r、

ガ

．
 

．．
 

ペ

—•"/ 

，
 

ト［・

．
 

書

t

、L

、
•
今
-
9
 

、．が
，
 

．
 

．
 

ヽ

．
 

7ヽ

入
て

》
’

・1
4ゞ
＊

9
よ

．
 

岩

手

県

教

育

委

..... 

道
・ヽ一

調
査
報
告 ・i --・ 

鼻

トゞ,＇↑ 
"・
 

ム―●
,
』

•• 
• 
4'-

員 rり

ゞ

”粁芍¢”.．
 

ぶ
・

．ぶ”J-
., 
’‘ 

/.. 
"'" 

~ ． 
, t 

I ,-~ —̀ 

、
•• と‘
‘ 9. 

/,． 

ー
9,I‘ ，＇ ．
 

＇ 
ツノし^
t
・ー、

ヽ

.
 
r
 

・
』
.

警

， g
わ

丸
r...,

．．
 ヽ ・ヽ

｀^ ー、ヽ

・、.,.

2
 

．
 `

 

n.g
 
t̀ 



仙

昭

和

五

十

五

年

―

―

―

月

岩
手
県
文
化
財
調
壺
報
告
書
第
四
十
一
―
―
集

北

街

岩
手
県
「
歴
史
の
道
」
調
査
報
告岩

手

県

教

育

委

員

会

道



す。

昭
和
五
十
五
年
三
月

道
・
河
川
な
ど
の
交
通
路
は
、
古
く
か
ら
文
物
や
人
々
の
交
流
の
舞
台
に
な
っ
て
お
り
、
本
県
の
歴
史
を
知
る
上
に
き
わ
め
て
爪
要
な
意
味
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
産
業
経
済
が
著
し
く
発
展
し
、
社
会
構
造
が
変
遷
す
る
な
か
で
、

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
街
道
の
並
木
・
番
所
跡
・
一
里
塚
な
ど
の
交
通
関
係
の
遺
跡
も
急
速
に
失
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
本
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
直
し
、
昭

和
五
十
一
云
一
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
受
け
て
歴
史
の
道
の
調
査
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

本
報
告
書
は
、
本
年
度
に
調
査
し
た
七
街
道
の
う
ち
、
奥
州
道
中
の
水
沢
宿
か
ら
西
へ
進
み
、
下
嵐
正
を
経
て
秋
田
藩
領
の
仙
北
郡
に
い
た
る
「
仙
北
街
道
」
の
岩
手
県
分
に
つ
い
て
、

街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況
な
ど
、
そ
の
周
囲
の
環
境
を
含
め
て
総
合
的
に
調
査
し
、
そ
の
成
果
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
甚
が
、
今
後
の
交
通
関
係
遺
跡
の
保
護
及
び
歴
史
の
道
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
謁
査
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
調
査
員
各
位
並
び
に
関
係
市
町
村
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
諸
賓
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

序

教

育

長

新

里

岩

手

県

教

育

委

員

会

盈

か
つ
て
は
交
通
が
大
変
不
便
で
あ
っ
た
山
道
も
改
良
さ
れ
、
舗
装
さ
れ
て
近
代
的
な
道
路
に
か
わ

3
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補

助

員

高

橋

哲

郎

” 
ヽ

安

倍

文

之

亜

胆

沢

町

文

化

財

調

査

員

小

原

正

治

胆

沢

町

文

化

財

調

査

員

専

門

調

査

員

吉

田

義

昭

盛

岡

市

教

委

文

化

財

専

門

員

専

門

調

査

員

細

井

計

主
任
専
門
調
査
員

草

間

俊

岩
手
大
学
教
授

―
-
、
本
調
査
の
調
査
員
・
補
助
員
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

ァ
道
及
び
こ
れ
に
沿
う
地
域
に
残
る
遺
跡
の
分
布
状
況
と
保
存
の
実
態
。

(=) 日
ィ

二
、
本
調
査
は
主
と
し
て
次
に
あ
げ
る
も
の
を
収
集
し
、
調
査
を
実
施
し
た
。
．

収
集
し
た
も
の

占
文
甚
、
地
誌
類
、
紀
行
文
、
古
絵
図
や
明
治
時
代
の
実
測
図
な
ど
。

調
査
し
た
事
項

江
戸
時
代
の
国
界
・
藩
界
及
び
郡
名
。

地
区
調
査
員
（
胆
沢
町
）

地
区
調
杏
員
（

岩
手
大
学
教
授

岩
手
大
学
文
部
技
官

四
、
調
査
の
方
法
は
、
地
区
調
査
員
が
調
査
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
調
査
カ
ー
ド
に
も
と
づ
き
専
門
調
査
員
が
確
認
調
査
を
行
な
っ
た
。

五
、
本
書
は
、
主
任
専
門
調
査
員
草
間
俊
一
が
執
筆
し
、
文
化
課
が
編
集
に
あ
た
っ
た
。

一
、
本
甚
は
歴
史
の
道
「
仙
北
街
道
」
に
関
す
る
報
告
書
で
あ
る
。

例

口

5
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仙
北
道
は
水
沢
よ
り
都
鳥
ー
供
養
塚
ー
愛
宕
ー
市
野
野
ー
嵐
江
ー
柏
峠
ー
岩
の
目
沢
を
越

え
て
、
秋
田
県
の
仙
北
地
方
の
手
倉
に
通
ず
る
の
で
、
仙
北
道
と
呼
ば
れ
た
。
秋
田
県
の
仙

北
地
方
の
手
倉
か
ら
柏
峠
を
越
え
て
水
沢
に
通
ず
る
道
は
水
沢
道
ま
た
は
仙
台
領
に
入
る
の

で
仙
台
道
と
も
呼
ば
れ
た
。
明
治
に
な
る
と
秋
田
県
に
通
ず
る
の
で
秋
田
街
道
と
い
わ
れ
た

が
、
岩
手
県
か
ら
秋
田
県
に
通
ず
る
秋
田
街
道
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
（
森
嘉
兵
衛
『
岩
手

近
代
百
年
史
』
岩
手
県
・
昭
和
四
九
年
・
ニ
六
一
頁
ー
ニ
六
二
頁
ー
一

小
原
正
治
氏
の
調
査
に
基
づ
い
て
、

る
も
の
で
あ
る
。
水
沢
か
ら
岩
の
目
沢
の
県
境
ま
で
の
長
い
、

る
が
、

で
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。

至
ル
。

（
秋
田
街
道
）
磐
井
ョ
リ
須
川
ヲ
通
リ
秋
田
県
境
二
至
ル
）
。

一
部
里
人
に
利
用
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
仙
北
道
も
、
石

中
畑
ヲ
経
テ
秋
田
県
境
二
至
ル
。

仙
北
町
繋
村
ヲ
経
テ
西
安
庭
村
二
至
ル
。

（
秋
田
街
道
）
黒
沢
尻
ョ
リ
仙
人
峠
ヲ
通
リ
越

経
テ
山
伏
峠
ヲ
越
工
新
町
越
中
畑
ヲ
通
リ
秋
田
県
境
二
至
ル
。

ヨ
リ
雫
石
橋
場
ヲ
経
テ
秋
田
県
境
仙
岩
峠
二
至
ル
。

従
っ

ヽ

ま

え

が

き

（
秋
田
街
道
）
盛
岡

（
秋
田
街
道
）
雫
石
ョ
リ
西
安
庭
ヲ

（
秋
田
街
道
）
盛
岡
ョ
リ

（
秋
田
街
道
）
水
沢
ョ
リ
下
嵐
江
ヲ
経
テ
秋
田
県
境
ニ

仙
北
道
に
つ
い
て
は
、
小
岩
末
治
氏
が
『
岩
手
県
史
』
で
、
古
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
、

こ
の
道
の
も
っ
た
役
割
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
最
近
で
は
水
沢
市
役
所
資
料
室
の
小
林
晋

一
氏
が
『
胆
江
新
聞
』
に
「
手
倉
越
秋
田
街
道
」
に
こ
の
道
に
つ
い
て
の
精
し
い
報
告
を
、

水
沢
市
真
城
の
鈴
木
輝
男
氏
が
「
せ
ん
ぽ
く
道
・
せ
ん
だ
い
道
調
査
考
」

を

「
扇
状
地
」

（
第
一
四
号
）
に
発
表
し
、
そ
の
踏
査
の
成
果
を
述
べ
て
い
る
。
今
度
の
調
査
は
調
査
員
の

八
月
二
十
日

1
二
十
二
日
の
一
＝
日
間
小
原
氏
と
仙
北
道

に
く
わ
し
い
安
倍
文
之
丞
氏
の
案
内
で
仙
北
道
の
一
部
を
調
査
し
た
結
果
に
よ
っ
て
報
告
す

し
か
も
失
な
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
の
多
い
仙
北
道
を
、
実
質
二
日
間
自
動
車
で
案
内
さ
れ
た
位
で
は
、
到
底
調
査
し
た
と

云
え
る
も
の
で
な
く
、
実
地
に
確
め
た
い
山
間
部
の
道
も
多
く
あ
っ
て
、
誠
に
不
充
分
で
あ

一
応
予
定
の
調
査
は
終
っ
た
と
い
う
県
教
委
の
考
え
で
あ
る
の
で
、
知
り
得
た
範
囲

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
、

日
本
海
側
の
秋
田
県
と
岩
手
県
を
結
ぶ
、
最
も
主
要
な
道
は

仙
北
道
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
古
代
か
ら
中
世
ま
で
、
水
沢
は
胆
沢
城
の
築
城
に
は
じ

ま
っ
て
、
岩
手
県
で
は
最
も
中
心
的
役
割
を
果
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
出
羽
方

面
か
ら
水
沢
へ
来
る
道
と
い
え
ば
仙
北
道
が
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
今
日
、
北
上
市
か

ら
横
手
に
出
る
北
ヒ
線
沿
い
の
、
黒
沢
尻
か
ら
和
賀
ー
川
尻
ー
越
中
畑
ー
白
木
峠
が
多
く
利

用
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
江
戸
時
代
以
後
の
こ
と
で
、
江
戸
時
代
は

じ
め
の
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
正
保
大
絵
図
に
は
、
こ
の
道
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

て
、
前
九
年
、
後
三
年
の
役
で
、
清
原
武
則
が
救
援
の
際
通
っ
た
道
も
、
源
義
家
が
沼
の
柵

を
攻
撃
す
る
た
め
に
通
っ
た
の
も
こ
の
道
で
あ
っ
た
。

中
世
、
曹
湖
宗
の
本
山
、
黒
石
の
正
法
寺
に
学
ん
で
永
徳
寺
（
第
四
節
22
参
照
）
を
開
い

た
適
皮
道
愛
は
、
仙
北
地
方
の
増
田
在
の
生
れ
と
云
わ
れ
、
恐
ら
く
、
こ
の
道
を
通
っ
て
正

法
寺
に
学
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
永
徳
寺
の
末
寺
も
仙
北
地
方
に
多
く
あ
る
。
近
世
の
初
め

後
藤
寿
庵
な
ど
の
関
係
で
水
沢
地
方
に
栄
え
た
キ
リ
シ
タ
ソ
が
、
出
羽
地
方
に
伝
播
し
た
道

も
こ
の
道
で
あ
っ
た
。
藩
政
時
代
に
増
田
村
に
「
キ
リ
シ
タ
ソ
御
改
札
場
」
が
設
け
ら
れ
た

の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

明
治
時
代
と
な
り
、
県
都
が
盛
岡
と
な
っ
て
行
政
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
事
態

は
著
し
く
変
っ
た
。
北
上
川
流
域
か
ら
仙
北
地
方
に
行
く
の
に
、
盛
岡
か
ら
繋
ー
南
畑
ー
川

舟
を
経
て
秋
田
県
に
行
く
道
と
、
黒
沢
尻
か
ら
川
尻
ー
越
中
畑
を
経
て
秋
田
県
に
行
く
道
が

明
治
十
四
年
に
県
道
と
な
り
、
そ
の
賂
備
が
す
す
め
ら
れ
た
が
、
仙
北
道
は
む
か
し
の
ま
ま

に
放
置
さ
れ
、
そ
の
利
用
度
は
急
激
に
衰
え
た
。
殊
に
自
動
車
な
ど
の
交
通
機
関
が
発
逹
す

る
と
、
更
に
顕
著
と
な
り
、

聞
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
て
、

そ
こ
ま
で
の
道
路
が
改
修
さ
れ
る
と
、
更
に
そ
れ
を
延
長
し
て
、

秋
田
県
増
田
町
と
水
沢
市
と
を
結
ぶ
道
路
開
通
へ
の
運
動
と
な
り
、
昭
和
五
十
一
年
増
田
I

二、

仙
北
道
に
つ
い
て

7
 



住
田
線
と
し
て
開
通
し
、
県
道
と
な
っ
た
。
こ
の
県
道
も
胆
沢
町
の
馬
留
以
西
は
、
旧
仙
北

道
が
胆
沢
川
の
西
側
を
通
っ
て
い
た
の
に
、
東
側
に
開
通
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
馬
留

以
西
の
旧
仙
北
道
は
全
く
そ
の
機
能
を
失
い
、
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
っ
て
、
地
図
上

に
記
載
さ
れ
て
は
い
て
も
、
現
在
そ
の
道
を
た
ど
る
こ
と
も
出
来
な
い
状
態
で
あ
る
。
馬
留

以
東
も
大
巾
に
改
修
さ
れ
て
い
る
の
で
、
旧
仙
北
道
の
面
影
を
残
す
と
こ
ろ
は
ご
く
僅
か
に

す
ぎ
な
い
。
殊
に
供
養
塚
と
水
沢
市
の
間
は
開
田
な
ど
と
も
碩
な
り
、
道
路
も
大
巾
に
変
更

（
本
文
の
わ
き
の
註
の
番
号
は
第
四
節
の
番
号
参
照
。
ま
た
（
図
）
と

あ
る
の
は
図
版
参
照
）

奥
州
道
中
か
ら
仙
北
道
へ
の
分
岐
点
は
、

禄
十
弐
年
五
月
生
江
助
内
図
安
政
四
丁
巳
年
閏
中
夏
忠
次
郎
写
之
、
胆
沢
町
教
育
委
員
会
保

管
）
に
よ
る
と
、
袋
町
か
ら
分
れ
た
も
の
で
、
北
の
大
安
寺
か
ら
袋
町
に
出
る
付
近
で
、
袋

町
か
ら
南
に
現
水
沢
公
園
の
方
に
行
く
道
が
あ
り
、

そ
れ
が
、
奥
州
道
中
か
ら
の
分
岐
点
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
道
路
に
若
干
移
動
が
あ
っ
た
の
か
諸
説
が
あ
り
、
水
沢
市
教
育
委
員
会
で

（

図

）

（

1
）

は
、
公
困
付
近
の
佐
藤
善
八
氏
の
隣
り
を
分
岐
点
と
し
て
、
標
柱
を
立
て
て
い
る
が
、
そ
の

（

図

）

（

2
）

仙
北
道
は
現
在
の
水
沢
公
図
下
の
道
路
を
西
に
、
駒
形
神
社
の
前
に
出
て
、
駈
上
り
に
向

っ
て
い
た
。
現
在
の
駈
上
り
の
バ
ス
停
留
所
の
手
前
附
近
に
一
里
塚
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は

川
村
へ
の
道
と
が
分
れ
て
い
て
、

全
く
痕
跡
も
な
い
。
更
に
、
西
に
進
ん
で
、
水
沢
緯
度
観
測
所
の
門
の
前
で
、
仙
北
道
と
衣

（

凶

）

（

3
）

そ
こ
に
道
標
が
立
っ
て
い
た
。
こ
の
道
標
は
現
在
日
高
神

西
に
向
う
仙
北
道

は
、
大
体
む
か
し
の
道
筋
に
沿
っ
て
い
る
が
、
東
北
高
速
道
路
に
関
連
し
て
、
道
路
が
高
架

衣
川
へ
の
道
は
、
現
在
緯
度
観
測
所
の
た
め
若
干
変
更
し
て
い
る
。

っ
て
い
る
が
、
精
細
は
明
ら
か
で
な
い
。

査
の
た
め
明
ら
か
で
な
い
。
も
し
古
墳
と
す
れ
ば
、

一
部
仙
北
道
の
名
残

社
境
内
に
移
さ
れ
て
い
る
。

根
拠
は
明
ら
か
で
な
い
。

（

凶

）

元
禄
十
二
年
作
成
の
「
上
伊
沢
郡
絵
図
」
（
元

三、

仙
北
道
の
現
状

さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
精
細
に
つ
い
て
述
べ
る
。

-
•
五
k
mほ
ど
北
に
あ
る
国
指
定
の
角

む
か
し
の
面
影
は
全
く
な
い
。
道
路
も
直
線
的
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。

橋
と
な
っ
た
り
、
開
田
や
自
動
車
交
通
の
た
め
著
し
い
改
修
が
な
さ
れ
、
舗
装
も
さ
れ
て
、

仙
北
道
の
水
沢
市
と
胆
沢
町
と
の
境
界
は
、
江
戸
時
代
塩
釜
村
と
南
下
幅
村
と
の
境
界

で
、
「
お
く
り
場
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
虫
送
り
の
行
事
が
行
な
わ
れ
、
虫
送
り
の

行
列
が
こ
こ
ま
で
来
る
習
慣
が
あ
っ
た
と
の
事
で
あ
る
。
更
に
、
西
に
進
む
と
、
塚
の
越
の

（

図

）

道
路
の
北
側
に
高
さ
二
m
ほ
ど
の
塚
が
あ
り
、
古
墳
で
あ
ろ
う
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
禾
調

塚
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
塚
の
上
に
石
碑
と
共
に
道
祖
神
と
し
て
の
金
精
様
が
祀

（

図

）

ら
れ
て
い
る
。

（

図

）

塚
の
越
か
ら
西
に
進
む
と
道
路
の
南
側
、
や
や
な
れ
て
宝
寿
寺
が
あ
る
。
こ
の
宝
寿
寺
の

手
前
に
、
松
岩
寺
•
本
浄
寺
・
香
林
寺
が
道
路
の
両
側
に
位
置
し
て
い
た
が
、
『
安
永
の
風

(

7

)

 

土
品
』
の
頃
に
は
、
既
に
移
転
し
て
寺
跡
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
開
田
に
よ
っ

て
、
そ
の
痕
跡
も
な
く
、
水
田
と
な
っ
て
い
る
。
宝
寿
寺
だ
け
は
む
か
し
の
位
置
に
現
存
し

（

図

）

（

8
）

て
い
る
。
こ
の
付
近
の
む
か
し
屈
曲
し
た
道
も
、
大
巾
に
改
修
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

占
絵
図
に
よ
る
と
、
宝
寿
寺
の
東
北
方
の
道
路
の
両
側
に
一
里
塚
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
痕
(

9

)

 

跡
も
な
い
。
ま
た
、
古
絵
図
に
よ
る
と
、
宝
寿
寺
の
向
い
に
牧
野
屋
敷
・
飯
坂
館
・
国
分
館

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
位
置
は
推
定
出
来
る
が
、
む
か
し
の
面
影
は
な
い
。

国
分
館
の
西
側
で
、
占
絵
図
で
は
仙
北
道
に
交
叉
す
る
道
が
走
っ
て
い
る
。
そ
の
分
岐
点

に
、
宝
暦
四
年
の
道
標
が
、
東
面
し
て
立
っ
て
い
た
。
現
在
そ
の
道
標
は
反
対
側
に
西
面
し

（

図

）

（

10）

て
立
っ
て
い
る
。
道
路
改
修
の
際
に
移
動
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
北
は
せ
ん
ほ
く
道
、
南
は

や
ま
か
い
道
」
と
あ
る
。
こ
の
分
れ
で
、
東
南
方
に
進
む
「
や
ま
か
い
道
」
は
そ
の
痕
跡
が

残
っ
て
い
る
が
、
西
北
方
に
進
む
仙
北
道
は
、
林
福
野
の
名
主
屋
敷
ま
で
、
開
田
に
よ
っ
て

全
く
喪
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
山
街
道
は
仙
北
道
の
古
道
で
あ
ろ
う
と
小
原
氏
は
云

林
福
野
の
名
主
屋
敷
の
と
こ
ろ
か
ら
、
松
原
の
名
主
屋
敷
ま
で
は
、

（

図

）

を
留
め
て
、
旧
仙
北
道
の
あ
と
を
た
ど
る
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
、
林
福
野
の
名
主
屋
敷
の

8
 



渡
辺
金
次
郎
氏
の
宅
地
の
北
側
に
西
に
仙
北
道
ら
し
い
あ
と
が
あ
り
、
宅
地
の
中
を
通
っ

て
衣
川
に
通
ず
る
旧
道
の
あ
と
が
あ
る
。
こ
の
巾
下
が
、
供
養
塚
か
ら
の
わ
き
道
と
な
っ
て

追

介左
ハ
本
河
通
ゃ
1
み
ら

お
八

0
0
0
通
仙
北
道

と
こ
ろ
が
、
仙
北
道
と
柳
田
村
へ
の
分
れ
と
な
っ
て
い
て
、
道
標
が
あ
っ
た
と
云
わ
れ
、
小

原
氏
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
「
北
や
な
ぎ
田
へ
の
村
み
ち
、
西
せ
ん
ほ
く
み
ち
」
と
あ
っ
た
と

あ
る
。
松
原
の
名
主
屋
敷
の
と
こ
ろ
は
、
現
在
の
民
家
の
北
側
が
、
仙
北
道
の
あ
と
と
い
わ

（

肉

）

れ
て
い
る
。
松
原
か
ら
供
養
塚
ま
で
の
道
路
は
、
も
と
の
位
置
で
あ
る
が
、
大
巾
に
改
修
舗

供
養
塚
で
旧
仙
北
適
は
、
秋
田
十
文
字
と
気
仙
郡
世
田
米
と
結
ぶ
県
道
に
合
流
し
、
こ
れ

か
ら
は
馬
留
ま
で
は
ほ
ぽ
県
道
と
項
な
っ
て
旧
仙
北
道
は
通
じ
て
い
る
。
供
養
塚
は
む
か
し

か
ら
、
道
の
分
岐
点
に
な
っ
て
い
て
、
道
標
は
二
某
あ
り
、
そ
の
他
一
字
一
石
の
供
蓑
塚
が

（

図

）

（

13）

あ
っ
て
、
地
名
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

供
養
塚
か
ら
西
に
進
む
仙
北
道
は
、
今
日
の
県
道
と
ほ
ぼ
爪
な
っ
て
い
る
が
、
県
道
は
巾

広
く
改
修
舗
装
さ
れ
て
、
旧
道
の
面
影
は
全
く
な
い
。
た
だ
県
道
が
旧
道
と
そ
れ
て
い
る
と

（

図

）

（

14）

こ
ろ
に
、
若
干
む
か
し
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
青
海
壇
の
と
こ
ろ
は
、
壇
の
南

（

凶

）

（

15）
（

図

）

（

16）

わ
き
を
通
り
、
鳳
凰
寺
の
門
前
を
す
ぎ
て
、
西
田
屋
敷
の
長
屋
門
の
前
に
通
じ
て
い
た
。
ま

（

図

）

た
、
荒
谷
は
旧
道
よ
り
県
道
が
南
を
通
っ
た
の
で
、
旧
道
が
最
も
よ
く
残
っ
て
い
る
。

供
養
塚
か
ら
の
現
在
の
県
道
と
離
れ
た
南
に
巾
下
の
渡
辺
金
次
郎
氏
の
宅
地
が
あ
る
。
こ

の
宅
地
北
側
の
道
路
わ
き
か
ら
、
道
標
が
出
土
し
た
と
云
っ
て
、
現
在
宅
地
南
側
の
田
の
畔

（

凶

）

に
立
て
て
あ
る
。
道
標
に
は
記
年
銘
が
な
く
、
表
面
は
風
化
し
て
一
部
続
み
と
れ
な
い
と
こ

い
た
仙
北
道
が
あ
っ
た
も
の
か
、
も
っ
と
古
い
仙
北
道
が
こ
こ
を
通
っ
て
い
た
も
の
か
明
ら

か
で
な
い
。

出
店
は
仙
北
道
よ
り
永
徳
寺
へ
の
分
れ
ど
応
門
、
中
世
、
永
徳
寺
が
繁
栄
し
て
い
た
頃
、

こ
こ
が
宿
場
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
も
の
か
、
出
店
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
現
在
は
新
し

出
店
か
ら
西
に
進
む
と
、
県
道
南
側
に
種
蒔
桜
が
あ
り
、
彼
岸
桜
の
古
木
で
、
春
こ
の
付

（

図

）

（

24）

更
に
、
西
に
行
く
と
、
於
呂
閉
志
・
胆
沢
川
神
社
の
南
わ
き
を
通
る
。
こ
れ
は
明
治
初
年

に
、
こ
こ
に
両
神
社
が
合
祀
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
仙
北
道
は
神
社
へ
の
参
道
を
通
っ
て

神
社
の
わ
き
で
、
寿
安
堰
を
渡
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
た
。

（

図

）

（

26)

仙
北
道
を
西
に
進
む
と
、
北
側
に
徳
水
園
が
あ
る
。
戦
後
、
石
淵
ダ
ム
の
建
設
に
よ
っ
て

胆
沢
平
野
の
大
規
模
な

L
地
改
良
が
な
さ
さ
た
際
、
土
地
改
良
区
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
む
か
し
、
胆
沢
平
野
の
水
田
耕
作
に
大
き
い
貢
献
を
し
た
寿
安
堰
と
＂
戊
井
羅
堰
の

胆
沢
川
よ
り
の
取
入
口
が
こ
の
付
近
に
あ
っ
た
の
で
、
両
者
を
併
せ
記
念
す
る
た
め
作
っ
た

も
の
で
あ
る
。

（

図

）

（

27）

西
に
進
む
と
、
県
道
北
側
の
畑
の
中
に
道
標
が
立
っ
て
い
る
。
県
道
改
修
の
際
に
移
動
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
仙
北
道
か
ら
北
側
の
胆
沢
川
を
渡
っ
て
向
い
の
山
間
に
あ
っ
た
鹿
合
鉱

(14) 

山
へ
の
分
れ
に
な
っ
て
い
た
鹿
合
道
は
旧
道
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
る
。

そ
の
分
れ
か
ら
、
若
干
西
に
行
っ
た
、
道
路
南
側
に
赤
松
の
古
木
が
立
っ
て
い
る
位
置
が

(14) 

堰
袋
の
七
里
塚
と
云
わ
れ
、

い
高
く
な
っ
て
そ
の
上
に
赤
松
が
立
っ
て
い
る
と
云
わ
れ
た
が
、
周
り
の
樹
木
に
覆
わ
れ
て

塚
ら
し
い
あ
と
は
明
ら
か
で
な
い
。
反
対
の
北
側
に
も
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
二
年
の
強
風

で
倒
れ
て
今
は
な
い
と
云
わ
れ
る
も
、

そ
こ
に
も
塚
ら
し
い
盛
土
の
痕
跡
は
認
め
難
か
っ

た
。
仙
北
道
の
一
里
塚
乃
至
七
里
塚
と
云
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
余
り
高
い
塚
を
築
い
た
も
の

で
な
い
ら
し
く
、
そ
の
他
で
も
塚
ら
し
い
盛
土
の
状
況
は
認
め
難
か
っ
た
。

七
里
塚
で
あ
る
が
、
岩
手
県
で
大
正
十
一
年
一
里
塚
の
調
査
を
行
っ
た
報
告
に
よ
る
と
、

一
里
塚
の
あ
と
で
あ
る
。
径
五

m
位
の
と
こ
ろ
が

ろ
も
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
刻
ん
で
あ
る
。

-
m
く
ら

近
の
部
落
で
種
籾
を
蒔

<
H
安
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

装
さ
れ
て
い
る
。

い
道
路
が
も
と
の
道
よ
り
西
に
巾
広
く
開
通
し
て
い
る
。

，
 



p
-

流
出
な
ど
を
監
視
し
て
い
た
。

七
里
塚
と
呼
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
『
岩
手
県
史
」
第
五
巻
―
二
五
七
頁
）
と
あ
り
、
実
際
に
は
七
里
塚
も
相
当
あ
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

（

凶

）

仙
北
道
は
更
に
西
に
進
む
と
、
南
側
に
愛
宕
神
社
が
あ
り
、
高
さ
十

m
位
の
道
路
わ
き
の

流
紋
岩
の
岩
塊
の
上
に
小
祠
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
林
尻
の
県
道
の
南
側
に
七
里
塚
が
あ

（

図

）る
。
堰
袋
の
七
里
塚
と
同
様
、
道
路
わ
き
の
樹
木
に
覆
わ
れ
、
塚
の
形
を
確
か
め
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
で
あ
る
が
、
小
原
氏
の
報
告
で
は
高
さ
―

m
ほ
ど
の
盛
士
が
あ
る
と
云
う
。
道

路
の
反
対
側
の
南
側
に
も
あ
っ
た
が
、
大
正
十
二
年
頃
営
林
署
の
軌
道
敷
設
の
際
こ
わ
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

市
野
野
部
落
の
東
端
で
、
西
の
仙
北
方
面
か
ら
来
た
道
が
、
今
ま
で
た
ど
っ
て
来
た
水
沢

へ
向
う
仙
北
道
と
前
沢
方
面
に
道
と
が
分
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
道
標
が
立
っ
て
い
た
。
「
右

（

因

）

（

33）

は
ま
い
沢
道
左
は
水
沢
道
と
あ
る
。
そ
の
分
れ
よ
り
少
し
西
に
行
っ
た
、
道
の
北
側
に
水
路

を
隔
て
て
、
南
面
し
た
三
間
に
五
間
半
の
縁
側
の
あ
る
建
物
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
市
野
野
の

番
所
で
あ
っ
た
と
『
岩
手
県
史
』
に
あ
る
が
、
現
在
の
県
道
は
少
し
北
に
寄
り
す
ぎ
て
い
る

(IXi) 

が
、
番
所
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
と
し
て
は
狭
い
感
じ
で
あ
る
。
こ
の
番
所
は
下
嵐
江
に
あ
っ
た

も
の
が
、
寛
文
三
年
(
-
六
六
三
）
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
『
安
永
の
風
土
記
』
に
あ

る
。
番
所
に
は
郡
方
横
目
や
足
軽
が
配
置
さ
れ
、
常
時
二
人
の
役
人
が
交
代
で
旅
人
や
物
賓

市
野
野
か
ら
馬
留
ま
で
の
仙
北
道
は
現
在
の
県
道
よ
り
南
よ
り
に
曲
っ
て
通
じ
て
い
た
。

旧
仙
北
道
は
馬
留
か
ら
は
県
道
よ
り
南
側
に
そ
れ
、
矢
尽
山
の
北
側
の
山
麗
の
傾
斜
面
を
胆

沢
川
の
渓
谷
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
通
る
狭
い
危
険
な
山
道
を
通
っ
て
、
現
在
の
石
淵
ダ
ム
の

堰
堤
の
と
こ
ろ
に
出
た
。
水
沢
か
ら
来
た
仙
北
道
の
第
一
の
難
所
で
、
荷
を
つ
け
た
馬
の
通

行
は
困
難
で
、
荷
な
し
馬
が
漸
く
通
行
出
来
る
通
路
で
あ
っ
た
の
で
、
馬
留
め
の
地
名
と
な

南
部
藩
で
も
「
宮
古
江
之
新
道
七
里
詰
塚
印
相
立
」

七
里
塚
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
は
二
十
数
か
所
（
こ
の
う
ち
に
胆
沢
町
の
若
柳
の
以

下
の
も
の
は
入
っ
て
い
な
い
）
に
及
ん
で
い
る
。
六

T
小
一
里
と
し
、
六

x
六
1
1

三
十
六
丁

の
大
一
里
で
な
く
、
六
丁
を
小
一
里
と
し
、
六

x
七
11
四
十
二
町
の
大
一
里
と
し
た
の
で
、

っ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
こ
こ
の
通
行
は
道
あ
っ
て
も
崖
く
ず
れ
な
ど
あ
っ
て
通
行
出
来
な

貪

）

（

図

）

い
。
そ
こ
で
現
在
石
淵
ダ
ム
と
な
っ
て
湖
面
下
に
な
っ
て
い
る
胆
沢
川
畔
に
出
た
。
こ
こ
か

ら
猿
山
神
社
へ
登
る
道
の
分
れ
が
あ
り
、
道
標
が
立
っ
て
い
た
が
、
現
在
、
石
淵
ダ
ム
の
サ

（

図

）

（

37）

イ
ド
の
道
路
わ
き
に
他
の
石
碑
と
一
緒
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
の

も
の
で
「
右
ハ
を
ろ
せ
い
通
せ
ん
ふ
く
道
、
左
ハ
さ
る
山
社
祠
通
」
と
あ
る
。
荻
山
神
社
は

（

図

）

（

38）

猿
岩
の
頂
上
近
く
に
あ
る
。

仙
北
道
は
前
川
を
渡
っ
て
、
下
嵐
江
の
部
落
に
出
た
。
し
か
し
、
元
禄
十
二
年
の
古
絵
図

に
よ
る
と
、
仙
北
道
は
胆
沢
川
畔
に
下
り
ず
、
山
の
傾
斜
を
通
る
難
所
を
す
ぎ
て
、
猿
岩
の

南
側
を
通
る
山
あ
い
の
道
を
通
っ
て
、
前
川
の
川
岸
に
出
、
川
を
渡
っ
て
下
嵐
江
の
部
落
に

出
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
道
は
渓
谷
に
橋
を
架
け
、

（

図

）

（

39）

の
道
を
通
っ
た
も
の
ら
し
い
。

そ
こ
を
渡
る
危
険
が
あ
る
の
で
、
川
畔

下
嵐
江
は
江
戸
時
代
の
は
じ
め
、
近
く
に
金
山
な
ど
あ
っ
て
栄
え
、
番
所
な
ど
も
お
か
れ

(14)（
40) 

こ。f
 下

嵐
江
か
ら
西
南
方
に
丘
陵
に
登
っ
た
野
か
し
ら
は
、
仙
北
道
と
金
山
道
の
分
岐
点
で
、

（

図

）

（

43）

現
在
道
標
が
残
っ
て
お
り
、
旧
道
ら
し
い
痕
跡
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
野
か
し
ら
の
分
岐
点
か
ら
西
に
進
む
仙
北
道
は
、
五
万
分
の
一
の
地
形
図
に
は
記
入

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
在
全
く
使
用
さ
れ
ず
、
山
林
の
中
に
か
く
れ
て
殆
ん
ど
見
ぎ
わ
め

が
つ
か
な
い
。
案
内
し
て
も
ら
っ
た
安
倍
文
之
丞
さ
ん
は
、
愛
宕
に
生
れ
育
っ
て
、
少
年
の

頃
こ
の
道
を
通
っ
て
秋
田
へ
行
っ
た
と
云
わ
れ
た
が
、
現
在
は
道
を
な
し
て
い
な
い
。
水
沢

市
の
鈴
木
輝
男
氏
は
「
せ
ん
ぽ
く
道
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
」
を
作
り
、
昭
和
五
十
年
か
ら

五
十
三
年
ま
で
に
、
下
嵐
江
か
ら
手
倉
ま
で
の
間
を
七
回
に
亘
っ
て
、
こ
の
道
の
踏
査
を
行

っ
た
結
果
、
前
記
の
扇
状
地
に
発
表
し
て
い
る
外
、
実
地
に
踏
査
し
た
人
は
い
な
い
。
そ
の

報
告
に
よ
る
と
、
古
絵
図
に
あ
る
一
里
塚
も
一
部
は
存
在
し
、
旧
道
の
あ
と
も
残
っ
て
い
る

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
を
通
し
て
、
そ
の
あ
と
を
た
ど
る
こ
と
は
困
難
で
、
全
く
通
る

人
も
な
く
何
年
か
す
ぎ
て
い
て
、
殆
ん
ど
失
な
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。

ま
た
、
小
林
晋
一
氏
は
、
前
記
報
告
書
に
菊
池
慶
治
氏
資
料
並
び
に
占
文
書
に
よ
る
と
し
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「
下
嵐
江
＇
~
野
か
し
ら
（
追
分
石
あ
り
、
右
せ
ん
だ
い
。
左
や
ま
み
ち
と
刻
す
）
（
追

分
・
ふ
も
と
塚
）
こ
こ
か
ら
次
第
に
の
ぽ
り
道
ー
|
_
小
く
る
み
（
標
高
七
八
ニ
メ
ー
ト
ル
）

ー
ー
あ
ど
れ
坂
（
大
く
る
み
山
に
い
た
る
坂
み
ち
）
ー
ー
大
く
る
み
（
標
高
九
三
七
メ
ー
ト

ル
、
追
分
よ
り
一
里
半
、

や
下
る
坂
）
ー
ー
，
つ
な
ぎ
沢
（
小
屋
二
軒
あ
り
、
こ
の
沢
約
半
里
、
追
分
よ
り
約
二
里
、

追
分
よ
り
は
じ
め
て
水
あ
り
）
ー
ー
＇
と
ち
川
（
落
合
）
（
つ
な
ぎ
沢
と
と
ち
川
の
落
合
、
道

（
マ
マ
）

は
川
に
振
う
て
下
る
）
ー
|
ふ
屯
の
子
（
こ
こ
よ
り
小
出
ま
で
半
里
）
ー
ー
_
生
出
川
（
胆
沢
川

の
上
流
か
ら
分
れ
て
い
る
支
流
、
追
分
か
ら
三
里
）
—
|
心
お
助
小
屋
（
笹
小
屋
で
鍋
や
椀

が
そ
な
え
て
あ
っ
た
一
夜
の
仮
や
ど
、
こ
れ
か
ら
手
倉
ま
で
三
里
、
こ
の
山
み
ち
の
丁
度

中
問
）
ー
ー
l

中
山
小
屋
（
旧
藩
時
代
の
荷
物
中
継
所
）
ー
_
—
ご
う
ご
う
（
栗
ば
た
ぎ
）
ー

饒
道
わ
か
れ
（
笹
森
）
ー
ー
_
山
神
（
石
の
祠
あ
り
）
ー
ー
—
柏
峠
（
か
し
や
と
う
げ
、
中
山

峠
、
標
高
一

0
一
八
メ
ー
ト
ル
、
眺
望
の
き
く
と
こ
ろ
）
ー
|
ー
五
本
ー
|
人
？
き
沼
（
伝
説

あ
り
）
ー
|
_
し
よ
の
ぐ
ら
ー
ー
山
石
の
日
（
岩
野
目
沢
）
（
県
境
、
藩
境
塚
二
つ
あ
り
、
こ
こ

か
ら
手
倉
ま
で
一
里
十
町
）
ー
_
卜
里
峠
（
手
倉
よ
り
小
里
十
里
あ
る
の
で
こ
の
名
あ

ま
た
、
宝
暦
十
一
年
（
一
じ
六
一
）
の
『
奥
州
仙
台
領
遠
見
記
』
に
は
次
の
如
く
記
さ
れ

「
下
嵐
江
人
家
の
外
、
此
先
ハ
御
境
ま
で
、
五
里
拾
六
丁
あ
り
と
い
ふ
。
人
家
な
し
。
お

札
屋
よ
り
先
御
駒
堂
と
て
小
山
あ
り
。
夫
よ
り
南
西
へ
向
う
峯
を
く
る
み
峠
と
云
。
其
次

大
山
を
大
く
る
み
峠
と
て
峯
道
の
よ
し
。
是
を
西
南
へ
行
懐
付
と
い
う
所
難
所
な
り
。
そ

の
先
お
い
で
川
と
云
あ
り
。
直
年
噂
水
此
所
に
お
さ
こ
橋
有
り
。

其
次
中
山
と
い
ふ
。

里
余
り
御
境
迄

h
り
行
戻
る

に
も
野
布
の
外
は
た
し
。

て
い
る
。

七
曲
を
の
ぽ
り
峠
に
つ
く
。
萱
生
地
な
り
）
ー
|
ゥ
又
鬼
坂
（
や

そ
の
先
か
せ
が
峠
と
い
ふ
よ
う
。

年
に
築
し
と
云
事
ハ
し
ら
ず
。

大
き
成
塚
よ
し
。
」

り
、
小
道
六
里
は
大
道
一
里
）
（
以
↑
略
）
」

て
、
下
嵐
江
か
ら
十
里
峠
ま
で
、
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

渇
水
の
頃
は
歩
渡
の
由
。

此
所
に
仙
北
領
江
の
通
用
山
小
屋
有
い
IPf
江
疇
鱈
燻
五
戸
遺
疇
這
げ
以
い
い
二
い

此
所
に
御
境
塚
二
つ
有
よ
し
。
何

な
お
「
上
伊
沢
郡
絵
図
」
に
は
、
こ
の
間
一
里
塚
が
四
か
所
記
入
さ
れ
て
お
り
、
岩
の
ロ

段
と
小
高
い
丘
で
森
を
な
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
は
じ
め
に
愛
宕
社
（
羽
黒
派
修
験
の
堂

宇
）
が
あ
っ
た
。
愛
宕
社
の
西
側
に
明
和
一
一
年
(
-
七
六
五
）
宮
城
県
の
塩
鼈
社
を
勧
請
し

た
。
そ
れ
は
水
沢
領
主
と
な
っ
た
留
守
氏
が
中
世
に
陸
奥
一
の
宮
の
塩
鼈
社
が
あ
る
士
地
を

領
有
し
、
そ
の
神
主
と
し
て
実
権
を
も
ち
、
社
人
を
支
配
し
、

の
で
留
守
氏
が
水
沢
の
領
主
と
な
る
や
、

も
の
で
あ
る
。

塩
鼈
社
を
傍
に
あ
っ
た
春
日
社
に
遷
産
し
、
塩
釜
社
を
駒
形
神
社
の
遥
拝
所
と
し
た
。
駒
形

神
社
は
延
喜
式
内
社
の
―
つ
で
、
金
ケ
崎
町
、
和
賀
町
と
の
境
界
に
あ
る
駒
ヶ
岳
(
―
二
八

m
)
の
頂
上
に
あ
り
、
社
殿
は
金
ヶ
崎
町
に
あ
っ
た
。
絶
嶽
の
頂
上
に
位
置
し
、

々
が
参
詣
す
る
の
に
困
難
で
あ
っ
た
の
で
、
明
治
四
年
岩
手
県
唯
一
の
国
幣
社
と
な
る
に
及

ん
で
、
前
記
の
遥
拝
所
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
遥
拝
所
も
明
治
三
十
六
年
に
は
本
社

2
 
る。 衿

賓
料
を
あ
げ
て
お
わ
り
と
す
る
。

一
般
の
人

に
は
藩
境
塚
が
あ
る
が
、
鈴
木
輝
男
氏
は
跨
査
の
結
果
、
藩
境
塚
は
確
認
し
て
い
る
が
、

里
塚
に
つ
い
て
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
の
で
明
ら
か
で
な
い
が
、
現
状
変
更
が
な
い
限
り
存

在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
実
地
に
踏
査
す
る
計
画
が
く
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
、
以
上
参

水
沢
市
上
野
町
の
佐
藤
善
八
氏
の
隣
り
の
道
の
角
が
、
奥
州
道
中
か
ら
仙
北
道
の
分
岐
点

に
当
る
と
し
て
、
水
沢
市
教
育
委
員
の
標
柱
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
『
上
伊
沢
郡
の
古
図
』

に
よ
る
と
、
本
文
に
書
い
た
よ
う
に
袋
町
で
、
奥
州
道
中
か
ら
分
岐
し
て
い
た
よ
う
で
あ

塩
鼈
神
社
・
愛
宕
社
・
駒
形
神
社

水
沢
市
中
上
野
町
の
駒
形
神
社
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
水
沢
公
園
一
帯
は
、
市
街
地
よ
り
一

明
治
維
新
と
な
っ
て
、
藩
も
廃
せ
ら
れ
、
明
治
四
年
駒
形
神
社
が
国
幣
小
社
に
な
る
と
、

l

仙
北
道
入
口

四、

文
化
財
そ
の
他

そ
の
神
社
を
崇
敬
し
て
い
た

旧
領
の
塩
鼈
社
を
こ
の
地
に
勧
請
し
、
崇
敬
し
た

11 



4

お
く
り
ば
（
本
文
参
照
）

庚

申

辰

天
保
十
五

九
月
も
日

左
八け
ゎ
ひ
さ
か

わ
ハ
せ
ん
は
く

培

②
天
保
十
五
年
（
大
八
四
四
）
九
月
吉
日
の
碑
（
地
上
高
さ
九

Ocm)

10 

南

9

飯
坂
館
跡

①
 

っ
て
い
る
。

照）。

8

宝
寿
寺

3
 

る
。
こ
れ
ら
の
桜
は
隣
接
す
る
水
沢
公
園
分
の
桜
と
合
せ
て

と
な
り
、
駒
ヶ
岳
山
頂
の
旧
本
社
も
奥
宮
と
し
て
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
駒
形
神
社
の
境
内
は
、
江
戸
時
代
領
主
留
守
氏
の
崇
敬
し
た
塩
鼈
社
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、

そ
の
保
護
も
行
ぎ
届
い
て
い
た
。
当
時
植
え
ら
れ
た
ヒ
ガ
ソ
系
の
サ
ク

ラ
の
古
木
が
良
く
生
育
し
、
何
れ
も
二

0
0年
以
上
た
っ
て
い
て
、
桜
の
名
所
と
な
っ
て
い

の
ヒ
ガ
ソ
系
サ
ク
ラ
群
」
と
し
て
、
岩
手
県
指
定
の
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

水
沢
公
園
内
に
は
、
高
野
長
英
記
念
館
も
建
設
さ
れ
て
い
る
。

星
ヶ
丘
町
の
道
標

水
沢
緯
度
観
測
所
前
の
星
ヶ
丘
町
の
道
標
は
、
現
在
、

「
駒
形
神
社
及
び
水
沢
公
園

日
高
神
社
境
内
に
あ
る
（
本
文
参

宝
暦
十
年
（
一
七
六

0
)
二
月
上
旬
の
碑
（
地
上
高
さ
六
ニ
C
m
)

北
ハ
せ
ん
は
く
道

施
主

燕

阿

弥

陀

併

南

八

や

‘
i
か
い
道店
柳
村
巻
石
衛
門

宝
麿
8

年

四
月
古

a

松
岩
寺
跡
、
香
林
寺
跡

仙
北
道
は
片
子
沢
川
を
渡
っ
た
北
側
に
本
浄
寺
、
そ
の
向
い
の
道
路
の
南
側
に
、
松
岩

寺
、
香
林
寺
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
地
の
旧
領
主
飯
坂
氏
の
建
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
貞

享
年
中
退
転
の
際
、
移
転
し
、
本
浄
寺
は
前
沢
町
の
白
鳥
に
、
香
林
打
は
江
刺
市
伊
手
町
に

松
岩
寺
は
江
刺
市
片
岡
に
移
転
し
た
と
、
『
安
永
風
士
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

曹
洞
宗
、
宝
蔵
山
宝
寿
寺
で
、
永
禄
七
年
(
-
五
六
四
）
開
山
と
伝
え
ら
れ
、
今
日
に
至

中
世
末
期
、
飯
坂
出
雲
守
の
居
城
が
あ
っ
た
と
云
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
『
安
永
の
風
士
記
』

に
広
岡
館
南
北
七
拾
六
間
、
東
西
六
拾
間
と
あ
る
。
最
近
ま
で
士
塁
の
西
北
隅
の
一
部
が
あ

っ
た
。
こ
の
付
近
の
仙
北
道
は
桝
形
に
な
っ
て
い
た
と
云
わ
れ
る
。
「
上
伊
沢
群
絵
図
」
に

は
こ
れ
に
隣
し
て
国
分
館
が
記
さ
れ
て
い
る
。
中
世
末
ま
で
国
分
氏
の
居
館
で
、
宝
寿
寺
の

大
植
那
で
あ
っ
た
。

国
分
西
の
道
檬

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
四
月
の
道
標
（
地
上
高
一

O
O
c
m
)

7

本
浄
寺
跡

も
ハ
せ
ん
ぶ
く
道

宝
暦
十
年

慈
眼
視
来
生

0
馬
頭
観
世
肯

二
月
上
旬

福
緊
海
先
量

左
J

衣
川
道

6
 
道
祖
神
の
現
高
―

-Ocm

5

塚
の
越
の
古
塚
と
道
祖
神
（
本
文
参
照
）

12 



14 
風
土
記
に
「
世
之
行
人
葬
候
塚
之
由
申
伝
」
と
あ
り
、
現
在
、
亀
井
姓
の
墓
石
が
集
め
ら

れ
て
、
壇
を
作
り
、

青
海
壇

そ
の
近
く
に
赤
松
の
占
木
が
生
え
て
い
る
。

（
梵
字
）

合
祀
さ
れ
て
社
殿
が
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
安
永
風
土
記
」
に
よ
れ
ば
、
胆
沢
川
神
社

は
も
と
胆
沢
川
端
に
あ
っ
た
が
、
川
欠
に
よ
っ
て
な
く
な
っ
て
い
た
。
於
呂
川
志
神
は
嵐
江

於
呂
閑
志
神
社
、
胆
沢
川
神
社
は
共
に
延
喜
式
内
社
で
あ
る
が

24

於
呂
閑
志
・
胆
沢
川
神
社

几
月
初
三
日
右
八
水
沢

左
八
村
み
ら

そ
J

鹿
嶋
文
明
神

,
9
 

山

西

ー

ー

ー

＇

永
之
介
ー
ー

嘉
永
二
己
年

石
エ

1
1

卯
吉

(24名
連
名
）

23

種
籾
き
桜
（
本
文
参
照
）

仙
北
道
よ
り
、
金
ケ
崎
町
の
永
徳
寺
へ
の
分
岐
点
に
当
り
、
門
前
町
を
な
し
た
の
か
、
出

店
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
分
岐
点
に
は
元
文
五
年
（
一
七
四

0
)
と
寛
政
三
年
(
-
七
九

-
）
の
古
碑
が
あ
る
。
永
徳
寺
は
正
平
十
一
年
(
-
三
五
六
）
に
道
央
に
よ
っ
て
開
か
れ
た

曹
洞
宗
の
出
世
道
場
で
、
当
時
門
葉
五
百
八
炉
と
称
せ
ら
れ
る
ほ
ど
栄
え
た
卜
品
加
で
あ
る
。

江
戸
時
代
は
寺
領
も
削
減
さ
れ
て
、
往
時
の
繋
栄
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

②
丸
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
碑
（
地
上
高
八

Ocm)

22 
,1,~ 
L
'
 

店

「
安
永
風
士
記
」
の
「
曲
師
の
山
神
社
」
に
当
る
。

21 20 

供
養
塚
は
県
道
十
文
字
世
田
米
線
と
県
道
折
居
線
（
旧
仙
北
道
）
の
分
岐
点
の
中
心
に
柳

の
古
木
の
植
っ
た
土
壇
が
あ
り
、
そ
こ
に
古
碑
が
あ
る
外
、
逍
の
東
側
住
宅
の
わ
き
に
古
碑

が
喜
て
い
る
。
「
安
永
の
風
十
品
」
に
「
一
伊
戻
塚
古
塚
鱈
豆
ば
宝
水
年
中
当
村
肝
入
二
郎

兵
衛
一
字
一
石
供
養
法
華
経
建
立
埋
置
候
塚
に
御
座
候
」
と
あ
る
供
養
塚
は
現
存
す
る
。
な

安
政
四
年

馬

頭

碑

大
月
甘
九
日

も
水
沢
道

左

村

道
市
野
々
道

施
主五
郎
介

屋
敷
は
も
と
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
且
屋
と
長
屋
門
は
改
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
屋
敷
の
前

「
安
永
風
上
記
」
に
も
品
載
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
堂
は
嘉
永
六
年
(
-
八
五
三
）
再

建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ヒ
瀬
観
音
堂

「
安
永
風

L
記
」
に
も
出
載
さ
れ
、
千
手
観
音
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

出
店
の
山
神
社

①
安
政
四
年
六
月
廿
九
日
の
通
標
（
地
上
高
六
ニ
C
m
)

19

大
日
堂

お
、
風
土
記
に
も
道
が
三
筋
に
分
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

18

荒
谷
旧
家
列
群
（
本
文
参
照
）

17

幅
の
下
道
標
（
本
文
参
照
）

に
供
性
碑
が
あ
る
。

16

西
田
屋
敷

13 

供
養
塚
の
道
標

12

下
松
原
の
名
主
屋
敷
（
本
文
参
照
）

11

林
幅
野
の
名
主
屋
敷
（
本
文
参
照
）

明
治
初
年
に
こ
の
地
に

曹
洞
宗
、
松
原
山
鳳
凰
I
J
で
、
究

iE
元
年
(
-
四
六

0
)
開
山
と
伝
え
ら
れ
、
永
徳
寺
の

末
廿
で
あ
る
。

15

鳳
凰
寺

13 



32

猪
鼻
館

38

猿
岩
と
於
呂
閉
志
神
社

31

林
尻
の
七
里
塚
（
本
文
参
照
）

外
石
碑
が
五
基
あ
る
。

愛
宕
神
社
（
本
文
参
照
）

風
土
品
に
記
載
さ
れ
た
屋
敷
と
観
音
堂
で
、
観
音
堂
に
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
の
木

札
が
あ
る
。
ほ
か
に
絵
馬
も
多
数
あ
る
。

0
 
3
 

南 寛
政
｀
之
西
年
夜
を
み
せ
い
通
せ
人
ふ
く
道

佛

摂

阿

弥

陀

29 

金
入
道
屋
敷
と
馬
頭
観
音
堂

28

堰
袋
の
七
里
塚
（
本
文
参
照
）

37

石
淵
の
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
の
道
標
（
高
さ
―
―
六
C
m
)

南

わ
八
命
令
み
ち

明

和

五

天

燕

阿

弥

陀

大
月
廿
四

8

左
八
一
乃
ヽ
み
ら

安
山
岩
。
上
面
が
平
ら
で
楕
円
形
大
き
な
石
で
あ
る
。
大
き
さ
は
高
さ
二
五
四

cm
、
長
さ

四
七
O
c
m
、
巾
二
五
四

cm
。
弘
法
大
師
枕
石
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
湖
に
な
っ
て
、
渇

水
期
に
あ
ら
わ
れ
る
。

36 

「
安
永
風
上
品
」
に
「
仙
北
領
よ
り
当
郡
水
沢
町
江
之
通
路
」
と
し
て
、
寿
安
堰
と
北
在

家
橋
が
01nL
載
さ
れ
て
い
る
。
北
在
家
橋
の
位
置
は
殆
ん
ど
変
ら
な
い
が
、
寿
安
橋
橋
は
現
在

の
神
社
の
横
の
橋
あ
た
り
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

穀
倉
地
帯
の
胆
沢
平
野
の
水
田
は
、
胆
沢
川
か
ら
の
灌
漑
用
水
の
開
繋
に
ま
つ
と
こ
ろ
か

大
き
い
。
そ
の
点
で
、
寿
安
堰
と
茂
井
羅
堰
の
名
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
石
淵
ダ
ム

の
建
設
に
伴
っ
て
、
両
堰
は
大
巾
に
改
修
さ
れ
、
胆
沢
平
野
に
更
に
広
く
灌
漑
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
を
記
念
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

仙
北
道
よ
り
、
江
戸
時
代
鉱
山
の
あ
っ
た
鹿
合
へ
の
道
の
分
岐
点
に
道
標
が
あ
っ
た
。
現

在
の
県
道
は
改
修
さ
れ
て
い
る
が
、
麓
合
へ
の
道
は
旧
状
を
保
っ
て
い
る
。

天
沢
の
御
駒
社

弘
法
の
枕
石

35 

27

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
堰
袋
の
道
標
（
地
上
高
六
O
c
m
)

34

市
野
野
の
番
所
（
本
文
参
照
）

っ
た
位
置
か
ら
移
動
し
て
、
現
在
道
路
の
北
側
の
石
碑
群
の
中
に
あ
る
。

仙
北
領
か
ら
来
て

）
こ
か
ら
水
沢
へ
の
仙
北
道
と
前
沢
へ
の
道
が
分
れ
て
い
た
。

26

徳
水
閑

柘

は

j
い
さ
わ
蓮

上
伊
沢
石
柳
村

亨
保
克
年

八
月
十

6
日

左
は
水
沢
道

高
嬌
初
十
郎

道
も
前
沢
へ
の
道
も
若
干
変
更
し
て
い
る
上
に
、
巾
広
く
改
修
さ
れ
て
い
る
の
で
、
も
と
あ

「
風
土
記
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
馬
頭
観
音
堂
で
、
羽
黒
派
修
験
明
性
院
が
管
理
し
て
、

堂
宇
も
多
か
っ
た
ら
し
い
が
、
現
在
小
祠
が
―
つ
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

25

寿
安
堰
橋

33

市
野
野
の
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
道
標
（
高
さ
八
五

cm)

の
猿
山
神
社
と
し
て
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
（
後
述
38
参
照
）
。

中
世
の
館
跡
で
あ
ろ
う
、
空
堀
な
ど
が
あ
る
。

仙
北

14 



全
く
認
め
難
い
。

40

下
嵐
江
町

と
に
あ
ら
ず
。
所
の
者
は
荷
を
か
け
わ
た
る
な
り
。
」
と
あ
る
。

（口）

四
月
南

39 
猿
岩
は
胆
沢
川
と
前
川
と
の
合
流
点
の
南
岸
に
、
比
高
百

m
ほ
ど
そ
び
え
立
つ
石
英
安
山

岩
質
凝
灰
岩
の
一
大
巨
峯
で
あ
る
。
そ
の
山
の
南
面
、
頂
上
近
く
に
猿
山
神
社
が
あ
る
。
猿

山
神
社
は
「
安
永
風
七
品
」
に
も
於
呂
閉
志
神
社
に
当
る
も
の
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は

こ
の
猿
岩
の
頂
上
附
近
の
ブ
ナ
の
山
林
下
に
、

ヒ
旬
に
か
け
て
、

残
雪
に
輝
く
焼
石
連
峯
を
背
景
に
プ
ナ
の
新
緑
に
映
え
る
の
は
見
事
で
、
「
猿
岩
の
ユ
キ
ッ

お
さ
こ
橋

タ
ム
シ
バ
（
ニ
オ
イ
コ
ブ
シ
）
の
花
と
一
緒
に
真
紅
の
ツ
バ
キ
の
花
が
、

宝
暦
十
一
年
の
「
奥
州
仙
台
領
遠
見
記
」
に
「
前
川
に
お
さ
こ
橋
有
り
、
両
方
よ
り
長
木

二
本
へ
細
木
四
•
五
尺
計
な
る
を
お
さ
の
こ
と
く
。
か
き
付
は
ね
出
し
に
か
け
た
る
橋
也
。

中
拾
間
計
柱
な
し
。
橋
の
高
さ
壱
丈
四
五
尺
も
有
へ
し
。
危
く
み
ゆ
れ
ど
も
渡
り
か
ぬ
る
ほ

万
治
三
年
（
一
六
六

0
)
よ
り
寛
文
―
―
一
年
（
一
六
六
一
―
-
)
ま
で
番
所
が
あ
っ
た
が
，
後
市

野
野
に
移
さ
れ
た
。
「
安
永
風
土
記
」
に
よ
れ
ば
町
と
あ
る
が
、
町
場
は
な
い
が
屋
敷
十
八

軒
と
あ
る
。
水
沢
町
を
除
い
て
仙
北
道
の
岩
手
県
内
で
は
最
も
屋
敷
数
が
多
い
。
西
南
方
一

里
十
一
云
一
丁
余
の
と
こ
ろ
に
渋
民
沢
と
い
う
金
山
が
あ
り
、
中
世
か
ら
江
戸
時
代
は
じ
め
に
は

相
当
繁
昌
し
た
ら
し
く
、
江
戸
時
代
の
は
じ
め
キ
リ
シ
タ
ソ
も
こ
の
鉱
山
に
隠
れ
た
こ
と
は

「
下
嵐
江
村
の
キ
リ
シ
タ
ソ
六
十
人
は
、
谷
間
に
退
い
て
神
父
（
デ
・
カ
ル
バ
リ
オ
師
）
の

隣
り
に
隠
れ
家
を
建
て
た
。
．．．．．． 
」
（
「
日
本
切
支
丹
宗
門
史
第
二
編
・
第
九
章
寛
永
元
年
」
）

と
あ
る
。
千
軒
原
の
俗
称
も
人
夫
小
屋
が
多
数
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
金

山
の
根
拠
地
に
な
っ
て
い
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
そ
れ
も
衰
え
て
、
仙
北
道
の
山
越
の
根
拠

地
と
な
っ
た
。
明
治
十
四
年
に
も
人
馬
継
立
営
業
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
現
在
、
石
淵
ダ
ム

建
設
に
伴
っ
て
、
集
落
の
人
々
は
四
散
し
、
そ
の
あ
と
樹
木
が
繁
茂
し
て
、
集
落
の
痕
跡
は

ハ
キ
」
と
し
て
県
指
定
の
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
る
。

ュ
キ
ツ
バ
キ
が
咲
く
五
月
下
旬
か
ら
六
月

（イ） 43 

参
詣
す
る
人
も
稀
で
あ
る
。

燕

神 お
へ
せ
ん
ぶ
く

左

八

山官

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
の
道
標

野
か
し
ら
の
道
標

も
な
く
荒
れ
て
い
る
。

42 

馬
頭
観
音
堂

む
か
し
、
集
落
の
名
残
と
し
て
、
共
に
小
祠
を
留
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
現
在
参
詣
す
る
人

明
和
二
年
西
み
ぎ
ハ
せ
ん
ば
く
み
ら

阿

弥

陀

佛

ひ
だ
り
ハ
か
ね
山
み
ち

文
政
二
年
(
-
八
一
九
）
の
道
標
（
高
さ
八

Ocm)

文
政
二
卯
天

西

宮

大

八
月
十
二
日

当
所
万
五
郎
大
十
大
迄
四
十
三
年

諸
々
責
買
仕
戚
処
二
此
度
奉
伏
養
也

水
汲
石
エ
清

41

山
の
神

15 



1

豆
t

囲
嵐

16 



水沢市 旧仙北道入口の標柱
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水沢市 道標（現在日志神社にある）

水沢市星ケ丘町 写真（左）の道標のあった分鼓点

胆沢町霊場並びに道祖神

胆沢町道祖神

胆沢町 宝寿寺参道
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胆沢町国分西の分岐点と道慣

胆沢町左の道櫂 （国分）

胆沢町下松原へ通ずる旧道
（現在は田になっている。）

胆沢町名主等屋敷 （林福野） 旧道の一部

胆沢町霊場 （供養塚）

胆沢町 下松原の名主屋敷南債の旧道の名残
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胆沢町道樗 （供養塚 ・柳の古木の下）
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胆沢町膏海撞あと
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胆沢町・西田・名主等屋敷（旧道は、この長屋門の前すれすれに
通った右は現在の県道住田～横手線）

胆沢町道憬 （供養塚・道路の東債）

胆沢町 鳳凰寺 （この山門近くに一里塚があった。）

胆沢町・荒谷 ・名主等屋敷付近の旧道
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胆沢町丹波大日堂
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胆沢町・幅の下 ・道環

胆沢町 左下写頁の道標がもと達っていた場所

胆沢町 この林へ向うのが衣河道である，
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胆沢町於呂閉志胆沢川神社

胆沢町・ 出店 ・永徳寺への分岐点
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胆沢町 於呂閉志胆沢川神社の古碑群
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胆沢町 現在の寿安堰の水路（と り入れに近く ）
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胆沢町 ・徳水Ill. 古碑群
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胆沢町茂井羅碑

胆沢町・堰袋道標
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胆沢町愛宕神社
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胆沢町・林尻 ・一里塚 道路の右側の手前の方
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胆沢町 ・堰袋・ 一里塚の松
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胆沢町市野々御薔所跡
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胆沢町 市野々～馬留間に残る仙北道のおと。
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胆沢町・石瀾・道標

胆沢町 下嵐沢の宿村があった跡

胆沢町 左の道標附近の18道跡

胆沢町 ・野がしら ・道標
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この地図は、建設行国上地理院長の承認を得
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